
























































































































Speaker #1 Category: 日本語弁論 (Japanese Speech)  

Name : グエン ティ チャン 

Title : 心のエネルギー 

 

みなさん、こんにちは。私が今日お話ししたいのは、「心のエネルギー」です。 

エネルギーというと、電気やガソリンなどを思い浮かべる人が多いと思います。 

でも、私は人の心にも大きなエネルギーがあると思います。 

たとえば、「ありがとう」という言葉には、人を笑顔にする力があります。 

「頑張って！」という言葉は、落ち込んでいる人に勇気を与えます。 

このような言葉や優しい気持ちは、見えないけれど、心を温めるエネルギーです。 

私は日本に来て、たくさんの人に助けてもらいました。 

「大丈夫？」と声をかけてもらうだけで、元気が出ました。 

だから、今度は私が誰かの心を温めるエネルギーになりたいです。 

エネルギーは、機械だけでなく、人の心にもあります。 

小さな思いやりが、未来を創りだすチカラになると信じています。 

 

 

Speaker #２ Category: 日本語弁論 (Japanese Speech)  

Name : オトゴンスフ フスレン 

Title : 見えない力が自分と未来を動かす 

 

皆さんにとって「エネルギー」とは何でしょうか。 エネルギーと聞いてすぐに思い浮かぶのは、電気、ガス、ガソリ

ンなどの資源のことでしょうか。 人は、この電気、ガス、ガソリンの資源がないと生活することはできません。  

しかし、私は人が生きていく上でもっと大事なエネルギーがあると考えています。 それは、夢や勇気思いやりなど

の「見えない力」です。  

私はモンゴルで生まれ、モンゴルで育ちました。 高校生の頃、家族から日本についての話を聞く機会があり、 そ

の時、私は日本の文化に興味を持ち、日本の文化にとても共感しました。 私は、元々「将来は自分の会社を持ちた

い」という目標があったこと、 「自分が高い共感を抱いている日本での生活をしてみたい」という目標と夢の達成

に向けて、 日本への留学を決めました。  

日本に来てすぐは、母国とは違う文化や習慣の中での生活にとても苦労しました。 そんな中での日本語の勉強は

本当に大変で、何度もくじけそうになり、 自分の中の“エネルギー”が小さく感じる日もありました。  

しかし、そんなときに私を助けてくれたのは、周りの人たちの「思いやり」という見えない力でした。 学校の友人や

先生は授業で理解できないところを根気よく、何度も丁寧に教えてくれました。 その思いやりのおかげで私の中

のエネルギーは復活し、大きくなっていったのです。 思いやりは、受け取った人の中にも新しいエネルギーを生み

出します。 私は「次は私が誰かを助けたい。」「私の思いやりで誰かのエネルギーを生み出せるようになりたい」 

と考えるようになりました。 この時に、思いやりや優しさは連鎖していくことも知りました。 思いやりは自然界に

は存在しない「永久的なエネルギー」になるのだと感じました。  

その後日本語の勉強を続け、N2 を取得した私は、「次は大学でより専門的な勉強をしたい！」と 思い、新しい勇

気を胸に大学進学を決意しました。 当然日本の大学に進学することはとても難しく、困難な道でしたが、 私の中

のエネルギーは大学進学の夢に向かって大きくなっていきました。 努力の結果大学に合格できた私は現在、「経

営学」を専門に学び、 新しい「夢の力」に引っ張られ、努力を続けています。 



 

Speaker #３ Category: 日本語弁論 (Japanese Speech)  

Name : カーン・ミシャイル・ホセイン  

Title :いのちを守るエネルギー 平和を創るエネルギー  

 

世界には、たくさんのエネルギーがあります。電気、ガス、石油、太陽光、水素。 

でも、私は考えます。「その中で、本当に人間と地球を幸せにするエネルギーは、どれだろう?」  

私たちの世界はいま、大きな危機の中にあります。 地球温暖化、異常気象、津波、台風、干ばつ、森林火災。  

そして、人間どうしの戦争や核兵器の脅し。 ある爆弾が落ちれば、家を壊すだけでなく、空気も海も汚し、やがて

地球全体を熱くしてしまいます。  

私は思います。 核兵器やミサイルの爆発も、ある意味で「地球温暖化の原因」の一つです。 それは、人の怒りとい

う「心のエネルギー」が、間違った方向に使われた結果だからです。  

アメリカの TED トークで、「The Trillion Dollar Paradox」という話を聞きました。 「世界には何兆ドルもの

お金が動いている。 でも、そのお金が本当の幸せをつくるとは限らない。」  

技術や富をどう使うか。そこに人間の未来がかかっています。 もし間違えれば、便利な技術も、人を傷つける刃物

になる。 でも、正しく使えば、それは命を守る力になります。 

私はバングラデシュから来ました。 日本で学びながら、自然と技術が調和する社会を見てきました。 銚子の海岸

でボランティアをしたとき、子供たちが笑顔でゴミを拾っていました。 その光景を見た瞬間、私は思いました。「こ

れこそ、人間のエネルギーだ。」 それは電気でも、燃料でもありません。 それは心のエネルギーです。 守りたいと

いう気持ち、助けたいという想い、そして「この地球で共に生きたい」という願いです。  

未来を変える力は、政府でも企業でもなく、一人ひとりの心の中にあります。 それが、SDGs の目標「誰も取り残

さない世界」をつくる第一歩です。 地球温暖化を止めるために必要なのは、 新しい技術だけではなく、「優しさ」

という名のエネルギーです。 原子力よりも太陽を、戦争よりも対話を、破壊よりも共生を選ぶなら、 この地球は

きっと変わります。 自然のエネルギー、技術のエネルギー、そして人間のエネルギー。 この三つがそろえば、地球

の未来は必ず輝きます。 もし世界を照らす光があるとすれば、 それは人の優しさというエネルギーです。  

ありがとうございました。 


